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第６回伊平屋村伝統文化学習発表会
～主催：伊平屋村教育委員会～

歴
史
・
伝
統
文
化
を
学
び

継
承
へ

～
地
域
人
材
を
活
か
し
た
教
育
活
動
～

令
和
二
年
二
月
一
日
（
土
）
、
伊
平
屋
村
離
島

振
興
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
『
第
六
回
伊
平

屋
村
伝
統
文
化
学
習
発
表
会
』
（
主
催
：
伊
平
屋

村
教
育
委
員
会
）
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
百
四
十
七
名
の
保
護
者
、
地
域
の

方
々
が
詰
め
か
け
、
今
年
も
立
ち
見
席
ま
で
出

き
る
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

村
の
古
く
か
ら
伝
わ
る
数
多
く
の
伝
統
工
芸

や
芸
能
を
、
地
域
の
講
師
の
方
々
に
教
え
て
い

た
だ
き
、
次
世
代
へ
継
承
し
、
島
へ
の
誇
り
と

愛
着
の
醸
成
を
図
る
た
め
と
地
域
人
材
の
活
用

・
交
流
の
も
と
設
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

平
成
二
十
四
年
度
か
ら
毎
月
第
三
水
曜
日
の
『
伝
統
文
化
学
習
の

日
』
に
「
お
弁
当
の
日
」
と
セ
ッ
ト
に
設
定
し
て
お
り
、
村
内
の
小

学
一
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
を
対
象
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

出
演
者
は
、
村
内
の
小
中
学
生
及
び
村
民
俗
芸
能
保
存
会
、
伝
統

文
化
学
習
の
講
師
の
皆
様
方
で
す
。

島
尻
区
の
伝
統
文
化
学
習
講
師
、
野
甫
英
芳
様
か
ら
開
会
宣
言
が

な
さ
れ
、
伝
統
芸
能
保
存
会
会
長
、
西
江
喜
進
様
か
ら
は
方
言
に
よ

る
児
童
生
徒
へ
の
激
励
の
こ
と
ば
を
頂
き
、
伊
礼
幸
雄
村
長
の
あ
い

さ
つ
で
は
、
地
域
を
活
か
し
た
素
材
、
人
材
の
活
用
に
よ
る
伝
統
文

化
継
承
へ
の
期
待
と
役
割
、
指
導
に
あ
た
る
講
師
へ
の
感
謝
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。
野
甫
中
二
年
、
髙
田
春
華
さ
ん
、
玉
城
愛
さ
ん
の

方
言
に
よ
る
司
会
進
行
の
も
と
、
民
俗
芸
能
保
存
会
の
幕
開
け
に
始

ま
り
、
五
集
落
の
児
童
生
徒
に
よ
る
踊
り
や
棒
術
、
エ
イ
サ
ー
の
発

表
や
物
作
り
・
玩
具
づ
く
り
の
紹
介
は
、
参
観
し
た
多
く
の
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。

小
学
校
、
中
学
校
時
代
に
、
地
域
の
方
々
と
と
も
に
学
び
ふ
れ
あ

う
機
会
を
も
つ
こ
と
は
、
社
会
性
を
育
て
る
大
き
な
礎
と
な
る
と
同

時
に
、
地
域
と
児
童
・
生
徒
、
地
域
と
学
校
を
結
ぶ
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

年
間
を
通
し
た
取
組
、
そ
し
て
、
発
表
会
が
成
功
裏
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
も
、
出
演
者
を
は
じ
め
、
裏
方
で
支
え
て
頂
い
た
関

係
者
、
地
域
の
方
々
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
す
。
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

プログラム

幕開け（伊平屋村民俗芸能保存会）

１ 開会のことば 島尻区講師

２ 上り口説 我喜屋
３ 二才踊り 田名
４ 激励の言葉 芸能保存会会長

５ 安波節・安里屋ユンタ 三線教室
６ 物作り教室・玩具作り教室の紹介
７ 来賓あいさつ 伊礼村長
８ 棒術･黒島口説 島尻
９ 鏡石太鼓 前泊
10 棒術 野甫
11 前泊エイサー 前泊
12 ハンタ毛節 野甫
13 鳩間節 我喜屋
14 独唱 前泊

譜 久 村 玲 緒 奈

15 加那よー天川 島尻
16 南洋千鳥 田名
17 講評 教育長
18 閉会のことば 教育課長

司会 野甫中学校２年

髙田春華さん，玉城愛さん

開会のことば(野甫氏)

激励のことば(西江氏)

来賓あいさつ(村長)

上り口説(我喜屋)

安波節・安里屋ユンタ(三線教室)

棒術(野甫)

令和２年(2020 年)
２月 17 日(月)

発
表
会
の
様
子



伝
統
文
化
学
習
発
表
会
参
観
感
想
の
抜
粋

【
来
場
者
】

・
感
慨
深
く
、
思
い
出
多
き
我
が
子
の
最
後
の
発
表
会
で
し
た
。

・
野
甫
中
学
校
生
徒
の
司
会
進
行
は
初
め
て
の
試
み
に
も
関
わ
ら
ず
、

落
ち
着
き
が
有
り
、
ス
ム
ー
ズ
で
聞
き
取
り
や
す
い
ア
ナ
ウ
ン
ス
で

し
た
。
こ
の
よ
う
に
大
舞
台
で
話
す
力
、
表
現
す
る
力
を
多
く
の
島

の
子
ど
も
達
に
身
に
付
け
て
欲
し
い
で
す
。

・
三
線
独
唱
は
歌
声
も
音
色
も
良
く
、
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
地
域

の
先
輩
を
追
い
か
け
、
一
つ
の
芸
に
真
剣
に
向
き
合
う
姿
は
、
観
客

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
芸
に
磨
き
を
か
け
、
第
二
の

西
江
喜
春
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
で
す
。

・
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
て
、
以
前
は
「
可
愛
ら
し
い
」
で
し
た
が
、

今
は
見
応
え
が
有
り
「
ス
ゴ
イ
！
」
で
す
。

・
「
継
続
は
力
な
り
。
」
と
い
う
言
葉
通
り
素
晴
ら
し
い
発
表
会
で
し

た
。
講
師
の
皆
様
方
に
改
め
て
ご
苦
労
様
と
申
し
上
げ
た
い
で
す
。

五
集
落
が
今
以
上
に
連
携
し
、
さ
ら
な
る
技
を
研
き
研
鑽
に
勤
め
て

下
さ
い
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。

・
舞
台
は
レ
ベ
ル
が
高
く
、
展
示
作
品
は
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
が
多
く
て

楽
し
そ
う
な
様
子
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

二才踊り(田名)

ハンタ毛節(野甫)

棒術(島尻)

前泊エイサー(前泊)

黒島口説(島尻)

鏡石太鼓(前泊)

鳩間節(我喜屋)

南洋千鳥(田名)

加那よー天川(島尻)

展示発表

教育長講評

展示発表
独唱 (前泊：譜久村玲緒奈 )

物・玩具づくり(我喜屋・前泊・田名・島尻)


